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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 
総人口　51,948人（△38） 

　男　　24,334人（△12） 

　女　　27,614人（△26） 

世帯数　22,499　（△17） 
10月1日現在 （　）は前月比 

「元気いっぱい競技した運動会」 
　子どもたちの、はつらつとした競技、演

技は保護者や地域の多くの人にたくさん

の元気をプレゼントしました。 

（「運動会で大歓声！」P２関連記事） 
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人
は
人
と
支
え
あ
っ
て
輝
き
を
増
す 

入
来
浜
自
治
会
（
吹
上
地
域
） 

▲地域の最大のイベント六月灯

▲十五夜で綱引き

▲堀切茂正会長

▲お産土神祭り（おぶいなさあ）

然
が
豊
か
な
入
来
浜
自
治
会
は
、

各
専
門
部
（
青
壮
年
部
、
体
育

部
、
婦
人
部
、
育
成
会
、
長
寿
会
）

を
中
心
に
、
地
域
全
体
で
行
事
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
集
落

を
五
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ

れ
評
議
員
を
選
出
、
毎
月
一
回
「
評

議
員
会
」
を
開
催
し
、
翌
月
の
計
画

な
ど
を
話
し
合
い
ま
す
。 

動
は
、
四
月
の
花
見
か
ら
始
ま

り
、
道
つ
く
り
（
集
落
の
美
化

活
動
）
は
、
六
月
と
九
月
の
二
回
行

い
ま
す
。 

　
地
域
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
六
月
灯

は
、
八
月
一
日
に
開
催
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
六
月
灯
は
、
若
宮
神
社
の
境

内
で
行
い
ま
す
が
、「
評
議
員
会
」

で
内
容
を
話
し
合
い
、
青
壮
年
部
な

ど
が
中
心
と
な
り
、
灯
篭
作
り
な
ど

の
準
備
か
ら
当
日
の
運
営
ま
で
み
ん

な
で
協
力
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。 

　
ま
た
、
婦
人
部
の
歌
や
踊
り
の
出

し
物
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。 

五
夜
行
事
は
、
育
成
会
が
中
心

と
な
っ
て
開
催
、
親
子
で
相
撲

を
取
っ
た
り
、
綱
引
き
を
し
た
り
し

て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

　
お
産
土
神
祭
り
（
お
ぶ
い
な
さ
あ
）

は
、
氏
神
様
で
あ
る
若
宮
神
社
の
例

祭
と
し
て
、
健
康
で
災
難
に
遭
わ
ず

近
隣
の
人
々
と
む
つ
ま
じ
く
暮
ら
せ

る
よ
う
毎
年
、
九
月
に
行
っ
て
い
ま

す
。 

　
健
康
づ
く
り
や
交
流
の
場
と
し
て

の
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
は
「
な
ぎ
さ

会
」
と
命
名
し
、
毎
月
開
催
。
長
寿

会
は
、
美
化
活
動
と
し
て
花
壇
の
手

入
れ
や
毎
月
一
回
、
空
き
缶
、
ゴ
ミ

拾
い
活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

の
ほ
か
に
も
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
五
月
と
十
一

月
に
開
催
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
た
く
さ
ん
の
方
が
参
加
し
交
流
を

深
め
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
地
域
運
動
会
や
駅
伝
大
会

に
は
吹
上
地
区
で
参
加
し
ま
す
。 

ず
れ
の
活
動
も
、
各
専
門
部
の

方
や
、
地
域
住
民
皆
さ
ん
の
協

力
な
し
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
か

ら
も
、
話
し
合
い
活
動
を
続
け
な
が

ら
、
限
り
あ
る
時
間
を
共
有
す
る
大

き
な
家
族
と
し
て
、
助
け
合
っ
て
明

る
く
楽
し
い
自
治
会
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。 

自 活 

十 

こ い 
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入来浜自治会 
（吹上地域） 

　
吹
上
地
域
の
西
側
、
吹
上
地
区

を
形
成
す
る
四
自
治
会
の
ひ
と
つ
、

入
来
浜
自
治
会
。
平
成
二
十
一
年

十
月
一
日
現
在
で
百
十
七
世
帯
、

二
百
六
十
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

　
伊
作
川
の
河
口
に
港
を
持
ち
、

漁
船
の
エ
ン
ジ
ン
の
音
と
と
も
に
、

漁
師
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
ま
た
、

吹
上
浜
は
、
潮
干
狩
り
を
す
る
人

や
釣
り
人
が
一
年
を
通
し
て
訪
れ
、

ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
場
所
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

今月の 
表　紙 

い
り

き
　
は
ま 



　
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
市
内
の

幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の
運
動

会
が
各
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
児
童
ら
は
、
先
生
や
保
護
者
、
地

域
の
方
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
「
表

現
」・「
団
体
競
技
」・「
徒
競
走
」
な

ど
に
力
い
っ
ぱ
い
取
り
組
み
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、
い
く
つ
か
の
学
校
の
運

動
会
を
紹
介
し
ま
す
。 

伊
集
院
北
中 

妙
円
寺
小 

日 新 小 

吉 利 小 

湯
田
小 

吹
上
中 

鶴
丸
小 

東
市
来
幼
稚
園 

和
田
小 

花
田
小 

　
第
６３
回
体
育
大
会
が
九
月
十
三
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

　
応
援
合
戦
を
、
全
校
生
徒
四
百
二
十
八
人
で

行
う
感
動
の
体
育
大
会
で
す
。
毎
年
「
み
ど
り

の
里
」
の
皆
さ
ん
と
綱
引
き
や
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
で
交
流
を
深
め
ま
す
。 

　
九
月
二
十
七
日
に
大
運
動
会
が
開
催
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
、
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
し
た
。 

　
昨
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
、
全
校
児
童
に
よ
る
「
日
新
・
山
田
鎌
踊

り
」
で
は
、
息
の
合
っ
た
踊
り
を
披
露
、
た
く
さ
ん
の
観
客
か
ら
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

　
九
月
二
十
七
日
、
運
動

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
差
し

が
降
り
注
ぐ
中
、
子
ど
も

た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種

目
を
精
一
杯
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。 

　
ま
た
、
地
域
の
お
年
寄

り
や
家
族
の
参
加
す
る
種

目
な
ど
も
あ
り
、
大
人
も

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
な

っ
て
心
地
よ
い
汗
を
流
し

て
い
ま
し
た
。 

　
十
月
四
日
、
待
ち
に
待
っ
た
運
動
会
が
開
催
さ
れ
、

全
校
児
童
が
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
、
子
ど
も

た
ち
は
、
元
気
良
く
競
技
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま

た
、
五
・
六
年
生
の
表
現
「
妙
小
ソ
ー
ラ
ン
２
０
０

９
」
で
は
、
威
勢
の
良
い
掛
け
声
と
と
も
に
、
迫
力

の
あ
る
演
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。 

▲全校生徒による綱引き 

▲妙小ソーラン2009

▲幼稚園児のかけっこ 

▲紅白綱引き 

▲花田五種競技（花田競輪） ▲親子でナイスキャッチ（花田小） 

▲紅白対抗リレー 

▲応援合戦 

アララの呪文（１・２年生） 

▲フォークダンス 

▲全校生徒で行う応援合戦 

▲ミッキーマーチ 

湯田タイフーン発生!▲
 

大玉小玉（和田小） ▲
 

▲
 

▲
 

大
玉
こ
ろ
こ
ろ 

▲
 

日
新
・
山
田
鎌
踊
り 

▲
 

親
子
で
臨
む（
６
年
生
） 

▲
 

玉
い
れ 

▲
 

み
ん
な
で
踊
っ
た
日
吉
音
頭 

　
第
三
十
二
回
と
な
る
体
育
大
会
は
、

「
輝
く
友
情
で
つ
な
ぐ
そ
の
絆
」
と

題
し
て
九
月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
、

赤
組
・
白
組
に
分
か
れ
て
の
対
抗
戦

で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
全
校
生
徒
に
よ
る
集

団
演
技
で
は
、
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
や
吹
上
音
頭

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

　
鶴
丸
小
、
東
市
来
幼
稚
園
の
秋
季
運
動
会
が
十
月
四
日
、
合
同

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
秋
晴
れ
の
下
、
子
ど
も
た
ち
は
、
か
け
っ
こ
や
お
遊
戯
な
ど
笑

顔
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
親
子
で
出
場
す
る
競
技
で
は
、

保
護
者
も
一
緒
に
な
っ
て
グ
ラ
ン
ド
を
駆
け
回
り
、
幼
少
時
代
を

懐
か
し
む
よ
う
に
運
動
会
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。 

　
大
運
動
会
が
、
九
月
二
十
七
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
綱
引
き
や
紅
白
対
抗
リ
レ
ー
で
は
、

観
覧
席
か
ら
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
、
暑
さ
に
も
負
け
ず
、

元
気
い
っ
ぱ
い
に
競
技
を
楽
し
み
ま

し
た
。 

　
和
田
小
学
校
で
は
、

九
月
二
十
七
日
に
「
バ

ト
ン
を
つ
な
げ
！
心
ひ

と
つ
に
　
が
ん
ば
ろ
う
！
」

を
テ
ー
マ
に
秋
季
大
運

動
会
を
開
催
。 

　
ま
た
、
地
区
公
民
館

の
運
動
会
も
合
同
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
花
田
小
学
校
で
も
地

区
公
民
館
と
合
同
で
運

動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 



平成21年度 全国統一標語 

◎ 団員募集 ◎ 
　消防団は、わが街を災害から守るとい
う使命感のもと、地域の防災リーダーと
して幅広い活動を行っています。 
　しかしながら、その一方で消防団員の
減少や消防団員の高齢化等の問題が生じ
てきており、その充実強化が最大の課題
となっています。 
　あなたも自分のまち、みんなのまち、
そして大切な家族を守るため、消防団活
動に参加してみませんか。 
　若い方々はもとより、志のある方々の
入団を心からお待ち申し上げております。 
 
日置市消防本部 

総務課　消防団係まで 

救急車と消防車の同時出動 
…救急現場に消防車も出動する場合があります… 

　「救急車を呼んだのに、消防車まで来た!」
とビックリされる場合もあると思いますが、
救急隊だけでは円滑な救急救命活動が困
難と思われる場合に、消防隊が出動して
救急支援活動を行います。 
◎火災と間違わないようにご注意ください。 
　皆さまのご理解とご協力をお願いいた

します。 

消防本部・消防署へのお問い合わせは 
日置市消防本部　消 防 署　099（272）0119 
　　　　　　　　北分遣所　099（274）0119 
　　　　　　　　南分遣所　099（299）3019

　秋の火災予防運動が11月９日（月）から15日（日）までの一週間にわたり、全国一斉に実施さ

れます。 

　この運動は、市民の皆さんに防火防炎に関する意識や行動力を高めていただくことにより、

火災の発生を防止し、万一発生した場合にも被害を最小限に止め、火災から尊い生命と貴重な

財産の損失を防ぐことを目的としています。 

野焼き・火入れに注意 
　空気が乾燥して火災が発生しやすい季節になりました。 

　風の強い日は避け、消火の準備を忘れないようにしましょう。 

次の方々が受賞者です（敬称略）。おめでとうございます。 
入賞作品は火災予防運動週間中、タイヨー伊集院店に展示されます。 

伊作小２年 

片平　愛望 
まなみ 

鶴丸小６年 

中間　義博 
よしひろ 

伊集院中１年 

馬渡　暁子 
あき　こ 

金　　賞 金　　賞 
湯田小１年 

有川　　輝 
湯田小６年 

内山　拓海 
伊集院北中３年 

萩野　珠央 
たま　お 

たく み 

ひかる 

扇尾小３年 

諸正　愛虹 
日置小５年 

赤鹿　敬尚 
伊集院中３年 

三輪　涼太 
りょう た 

けいしょう 

あ　こ 

吉利小３年 

鵜狩　未来 
飯牟礼小４年 

　川　茉子 
伊集院中２年 

田代　千佳 
ち　 か 

ま　こ 

み　 く 

銀
　
賞

銀
　
賞 

銅
　
賞

銅
　
賞 

入
　
選

入
　
選 

銀
　
賞 

銅
　
賞 

入
　
選 

平成21年度　日置市防火ポスターコンクール 

住宅用
火災警

報器 

住宅用
火災警

報器 

住宅用
火災警

報器 

設置 
しましたか?

　消防法ならびに市町村条例で住宅用火

災警報器の設置が義務化されました。 

　既存の住宅については、平成 23年５

月末日までの設置をよろしくお願いしま

す。 

　悪質訪問販売に注意しましょう。 

　消防職員が、住宅用火災警報器を販売する

ことや、業者に販売を依頼することはありま

せん。 

老朽化した消火器の使用により全国
的に破裂事故が多発しています。 

消火器に触らず購入店や消防署に 
お問い合わせください。 

注意点 

注意点 

９月に消火器が破裂し、小学４年生と67
歳の男性が負傷する事故が発生しました。 

・風雨や直射日光が当たらない風
通しの良い場所で保管する 

・定期的に腐食の有無を確認する 

消火器上部の腐食 消火器底部の腐食 

腐食や破損 
がある場合 

平成21年秋の火災予防運動 



人間ドック 

脳ドック 

地域づくり 
振興基金による 
課題解決内訳 
（課ごと） 

日
置
市
の
国
民
健
康
保
険 

　
本
市
の
国
民
健
康
保
険
（
以
下
、

国
保
）
の
現
状
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
、
国
保
の
内
容
を
中
心
に
６
回

シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
す
。 

　
今
回
は
、
保
健
事
業
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

人
間
ド
ッ
ク
等
助
成
に
つ
い
て 

　
被
保
険
者
の
疾
病
を
予
防
し
、
健

康
を
保
持
す
る
た
め
に
人
間
ド
ッ
ク

等
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
受
診
者
の
要
件
は
、
被
保
険
者
資

格
を
有
す
る
３０
歳
以
上
の
方
で
す
。 

　
助
成
額
は
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
費

用
額
（
消
費
税
を
除
く
）
に
７
割
を

乗
じ
た
金
額
（
百
円
未
満
切
捨
て
）

を
助
成
し
ま
す
。
検
査
項
目
に
つ
い

て
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。 

　
助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
毎
年

５
月
中
旬
か
ら
１２
月
２８
日
ま
で
（
ド

ッ
ク
を
受
け
る
前
）
に
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。
下
記
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
申
し
込
み
下
さ
い
。 

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
） 

　
な
お
、
今
年
度
、
特
定
健
診
を
受

診
さ
れ
な
い
方
に
限
り
ま
す
。 

が
ん
検
診
補
助
に
つ
い
て 

　
各
が
ん
検
診
を
受
診
さ
れ
る
方
（
国
保
の
み
）
は
、
助

成
が
あ
る
た
め
無
料
と
な
り
ま
す
。 

　
平
成
２０
年
度
の
国
保
被
保
険
者
の
各
が
ん
検
診
の
受
診

者
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
表
１
参
照
） 

　
表
２
で
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
早
期
が
ん
と
進
行
が

ん
で
は
治
療
に
か
か
る
費
用
が
違
う
の
が
わ
か
り
ま
す
。

検
診
を
受
診
し
、
が
ん
を
早
期
発
見
す
る
こ
と
で
、
重
症

化
の
防
止
と
治
療
費
の
節
約
が
で
き
ま
す
。 

　
自
分
の
健
康
を
守
る
た
め
に
も
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

　出
産
育
児
一
時
金
の
変
更
に
つ
い
て 

　
平
成
２１
年
１０
月
１
日
以
降
に
出
産
さ
れ
た
方
か
ら
、
支

給
額
が
４２
万
円
に
な
り
ま
す
。（
産
科
医
療
補
償
制
度
に

加
入
し
て
い
る
病
院
に
限
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
は
３９
万
円

で
す
。） 

　
ま
た
、
出
産
費
用
に
出
産
一
時
金
を
直
接
充
て
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
原
則
と
し
て
、
各
医
療
保
険
者
か
ら

直
接
病
院
な
ど
に
出
産
育
児
一
時
金
を
支
払
う
直
接
払
い

制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。（
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
、
対

応
し
て
な
い
病
院
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。） 

   

　新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
つ
い
て 

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
備
え
て
次
の
こ
と
の
予
防
方

法
を
身
に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

○
手
洗
い
・
う
が
い
の
実
施 

○
適
度
な
換
気
、
湿
度
の
維
持 

○
栄
養
・
休
養
を
十
分
と
り
、
体
力
や
抵
抗
力
を
高
め
る
。 

　
こ
の
基
金
は
、
昨
年
度
国
か
ら
交

付
さ
れ
た
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策

臨
時
交
付
金
の
一
部
、
一
億
二
、
五

〇
〇
万
円
を
地
域
づ
く
り
振
興
基
金

と
し
て
造
成
し
た
も
の
で
す
。 

　
基
金
総
額
を
２６
地
区
公
民
館
に
配

分
さ
れ
、
地
区
は
そ
の
額
の
範
囲
内

で
解
決
し
た
い
課
題
を
協
議
、
選
択

し
ま
し
た
。 

　
そ
の
結
果
、
三
五
九
件
（
四
一
四

カ
所
）
の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

う
ち
、
ロ
ー
ド
ミ
ラ
ー
や
防
犯
灯
な

ど
、
安
全
対
策
が
半
数
以
上
を
占
め

ま
し
た
。
次
い
で
、
農
道
や
集
落
道

の
整
備
な
ど
が
２３
㌫
、
市
道
関
連
の

改
修
が
２０
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
今
回
挙
げ
ら
れ
た
課
題
の

う
ち
、
策
定
さ
れ
た
地
区
振
興
計
画

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
お
よ

そ
三
分
の
一
で
、
地
域
に
は
ま
だ
多

く
の
公
共
的
要
求
が
残
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

  

　
市
で
は
、
こ
の
課
題
を
事
業
ご
と

に
予
算
計
上
し
、
九
月
議
会
で
全
て

可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
課
ご
と
の
予
算
内
訳
概
要
が
上
図

の
と
お
り
で
す
。
予
算
額
で
最
も
多

い
の
が
農
林
水
産
課
関
係
で
、
農
道

等
の
整
備
、
改
修
が
主
な
も
の
で
す
。

　
次
い
で
、
土
木
建
設
課
に
関
す
る

市
道
側
溝
改
修
等
、
総
務
課
関
係
の

ロ
ー
ド
ミ
ラ
ー
な
ど
が
続
き
ま
す
。 

　
な
お
、
今
回
の
総
額
は
、
一
部
で

配
分
額
に
達
し
て
い
な
い
地
区
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
一
億
二
、
二
六
〇
万

五
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
地
区
別
で
は
、
農
村
地
域

や
住
宅
地
、
商
業
地
な
ど
、
地
区
の

特
徴
が
反
映
さ
れ
た
内
容
と
な
り
ま

し
た
。 

　
事
業
に
は
、
公
共
工
事
と
し
て
市

が
実
施
す
る
ほ
か
、
市
か
ら
砂
利
や

木
材
な
ど
の
原
材
料
支
給
を
受
け
、

地
域
が
作
業
を
行
う
「
協
働
」
の
取

り
組
み
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
後
、
地
区
ご
と
に
執
行
額
を
管

理
し
な
が
ら
、
事
業
の
追
加
等
が
行

わ
れ
ま
す
。 

　
昨
年
度
、
各
地
区
で
策
定
さ
れ
た
地
区
振
興
計
画
の
課
題
解
決

策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
今
年
度
は
市
の
基
金
を
活
用
し
た
取
り
組

み
が
十
月
か
ら
展
開
さ
れ
ま
す
。 

　
こ
れ
は
、
地
区
ご
と
に
配
分
さ
れ
た
額
に
基
づ
き
、
地
区
自
ら

が
解
決
し
た
い
課
題
を
選
択
し
、
公
共
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
る

も
の
で
す
。 

　
今
回
は
、
九
月
議
会
で
可
決
さ
れ
た
事
業
の
全
体
的
な
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

三
五
九
件
の
課
題
解
決
に
着
手 

原
材
料
支
給
に
よ
る
協
働
も 

・次回シリーズ６　地区公民館健康づくり 
　活動委託事業について紹介します。 

健診項目 

肺 が ん  

喀 痰  

大 腸 が ん  

胃 が ん  

子 宮 が ん  

乳がん（１方向） 

乳がん（２方向） 

肺 が ん  

胃 が ん  

子 宮 が ん  

乳 が ん  

大 腸 が ん 

1,320 

121 

1,487 

1,046 

648 

383 

19

人数（人） 

国保ガン検診補助実績 

（表１） （表2） 
各がん検診の早期がんと進行がんの費用比較 

（別表） 
助成基準検査項目等 

（平成20年度） 

※平成20年度末30歳から74歳までの 
　国保被保険者数11,040人 

※県民総合保健センター資料から抜粋 

※助成金は人間ドック、脳ドックのいずれかの助成になります 
※受診場所は、JA鹿児島県厚生連健康管理センター（期日が決まってます）か 
　人間ドック、脳ドック可能な医療機関になります 

　がん検診だけでなく、シリーズ３でお知らせ 
しました特定健診も受診しましょう！！ 

検診名 
早期がん 
（A） 
（万円） 

進行がん 
（B） 
（万円） 

A/B 
（％） 

142 

120.2 

183 

53 

167.3

233 

143.5 

399 

276 

419.3

60.9 

83.8 

45.9 

19.2 

39.9

種  類 検  査  項  目 

身体計測（聴力、視力）、眼底検査、循環器検査（血圧、
心電図）、呼吸器検査（胸部X線）、消化器検査（腹部
超音波、食道・胃部X線）、血液一般検査（赤血球数、
ヘモグロビン、ヘマトクリット、白血球数、血小板数、MCV、
MCH、MCHC）、肝機能検査（GOT、GPT、γ－GTP、LDH、
HBs抗原抗体）、脂質検査（総コレステロール、HDLコレ
ステロール、中性脂肪）、糖尿病検査（尿糖、血糖、HbAlc）、
痛風検査（尿酸）、腎機能検査（尿蛋白、尿潜血、クレア
チニン、尿素窒素）、膵臓検査（血清アミラーゼ）、前立
腺がん検診、骨祖しょう症検査、婦人科健診 

MRI診断、MRA診断、心電図検査、頚部血管超音波検
査、血液・尿・血液生化学検査（赤血球数、ヘモグロビン、
ヘマトクリット、白血球数、血小板数、総蛋白、アルブミン、
総コレステロール、HDLコレステロール、血糖、HbAlc、尿
酸、BUN  クレアチニン） 

　
吹
上
地
域
伊
作
地
区
で
八
月
二

十
二
日
、「
伊
作
地
区
灯
籠
祭
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
伊
作
地
区
は
、
１７
自
治
会
で
構

成
さ
れ
た
旧
吹
上
町
の
中
心
地
。

円
滑
な
活
動
を
行
う
た
め
に
、
大

字
な
ど
で
四
地
域
に
分
割
し
て
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
区
の
一

体
感
を
醸
成
す
る
取
り
組
み
に
苦

慮
し
て
い
ま
し
た
。 

　
そ
こ
で
、
地
区
の
各
所
で
開
催

さ
れ
る
六
月
灯
の
灯
籠
に
着
目
、

一
堂
に
会
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
初
め

て
開
催
し
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
華
や
か
で
緻
密
な
細

工
を
施
し
た
自
治
会
自
慢
の
「
回

り
灯
篭
」
が
、
地
区
民
を
魅
了
し

ま
し
た
。
お
互
い
に
、
作
り
方
を

聞
き
あ
う
姿
も
み
ら
れ
ま
し
た
。 

　
会
場
の
吹
上
中
央
公
民
館
駐
車

場
の
使
用
は
市
が
快
諾
、
ス
テ
ー

ジ
な
ど
の
設
営
も
地
区
内
の
業
者

が
積
極
的
に
支
援
し
て
開
か
れ
た

灯
籠
祭
り
。 

　「
文
化
の
継
承
を
通
し
た
協
働
」

と
牧
野
館
長
。
地
域
づ
く
り
は
足

元
の
資
源
が
大
切
で
す
。 

地
区
の
灯
籠
一
同
に 

伊
作
地
区
灯
籠
祭
り 

農林水産課 

48,938千円 
39.9％ 

そ　の　他 

266千円 
0.2％ 

土木建設課 

44,154千円 
36.0％ 

総　務　課 

19,739千円 
16.1％ 

都市計画課 

6,459千円 
5.3％ 

商工観光課 

3,049千円 
2.5％ 



　
秋
分
の
日
の
恒
例
行
事
と
な
っ
た

吹
上
青
松
弓
道
大
会
が
九
月
二
十
三

日
、
吹
上
浜
公
園
日
新
弓
道
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
十
三
回
目
と
な
る
大
会
に
は
県
内

か
ら
高
校
、
一
般
の
二
十
九
団
体
八

十
七
人
が
出
場
し
、
緊
迫
し
た
空
気

が
み
な
ぎ
る
道
場
で
、
日
ご
ろ
の
鍛

錬
の
成
果
を
矢
に
込
め
、
二
十
八
㍍

先
に
あ
る
的
を
狙
い
ま
し
た
。 

　
競
技
は
、
立
射
四
矢
三
回
の
計
十

二
射
に
よ
り
、
的
中
数
で
団
体
戦
、

個
人
戦
を
争
い
ま
し
た
。 

　
道
場
は
緊
張
と
静
寂
に
支
配
さ
れ
、

放
た
れ
た
矢
が
的
に
命
中
す
る
た
び

に
、
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

　 　
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

　
　
　（
優
勝
の
み
・
敬
称
略
） 

団
体
　
皇
徳
寺
チ
ー
ム 

個
人
男
子 

　
　
　
益
　
満
　
　
　
太
（
吹
上
Ａ
） 

個
人
女
子 

　
　
　
八
反
田
　
の
り
子
（
金
　
峰
） 

緊
迫
し
た
中
、日
ご
ろ
の
成
果
を
披
露 

吹
上
青
松
弓
道
大
会 

　
八
月
十
九
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で

長
崎
県
島
原
市
で
開
催
さ
れ
た
、
全

国
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
大
会
で
第
３
位

と
な
っ
た
育
英
館
中
学
校
サ
ッ
カ
ー

部
が
九
月
三
日
、
宮
路
市
長
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。 

　
市
長
は
、
試
合
の
様
子
な
ど
を
熱

心
に
質
問
。「
十
月
の
大
会
で
も
頑

張
っ
て
」
と
激
励
し
ま
し
た
。 

　
キ
ャ
プ
テ
ン
の
倉
津
大
地
君
は
「
創

部
七
年
目
で
初
の
全
国
三
位
と
な
り
、

う
れ
し
か
っ
た
。
次
は
十
月
に
開
催

さ
れ
る
Ｕ
―
１５
九
州
大
会
で
優
勝
し

全
国
大
会
に
出
場
し
た
い
」
と
今
後

の
抱
負
を
話
し
ま
し
た
。 

全
国
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
大
会
　
第
３
位 

鹿
児
島
育
英
館
中
学
校 

　
全
九
州
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会
・
全

日
本
小
学
生
相
撲
優
勝
大
会
九
州
予

選
会
が
九
月
十
三
日
、
吹
上
浜
公
園

相
撲
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
大
会
は
、
十
二
月
に
開
催
さ
れ

る
全
国
大
会
の
出
場
権
を
か
け
た
戦

い
で
も
あ
り
、
全
国
大
会
を
目
指
し

て
、
わ
ん
ぱ
く
力
士
た
ち
が
次
々
に

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

　
中
に
は
小
学
生
と
は
思
え
な
い
ほ

ど
の
気
迫
の
こ
も
っ
た
試
合
や
体
格

に
差
の
あ
る
大
き
な
力
士
を
投
げ
飛

ば
す
姿
に
、
会
場
か
ら
大
き
な
歓
声

と
拍
手
が
わ
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
大
会
に
は
、
女
子
の
選
手

も
参
加
、
熱
戦
を
展
開
し
会
場
を
沸

か
せ
ま
し
た
。 

　
わ
ん
ぱ
く
相
撲
の
団
体
で
は
、
鹿

児
島
県
の
古
仁
屋
チ
ー
ム
が
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。 

　
将
来
は
、
こ
の
大
会
の
出
場
選
手

の
中
か
ら
国
技
館
を
目
指
し
活
躍
す

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。 

わ
ん
ぱ
く
力
士
が
熱
戦
を
展
開
！ 

全
九
州
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会 

　
九
月
五
日
か
ら
八
日
ま
で
北
海
道

北
見
市
で
開
催
さ
れ
た
「
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
北
海
道
・
札
幌
２
０
０
９
」

弓
道
交
流
大
会
に
鹿
児
島
チ
ー
ム
の

一
員
と
し
て
参
加
し
、
団
体
戦
８
位

に
入
賞
し
た
正
留
澄
夫
さ
ん
が
九
月

八
日
、
市
役
所
を
訪
れ
宮
路
市
長
に

報
告
し
ま
し
た
。 

　
正
留
さ
ん
は
「
五
月
か
ら
合
同
練

習
を
始
め
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
集
中

力
で
八
位
に
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
来
年
も
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
、『
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
』
に
出
場
し
た
い
」

と
意
欲
を
話
し
ま
し
た
。 

 

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
弓
道
交
流
大
会
　
８
位
入
賞 

正
留
澄
夫
さ
ん（
日
吉
） 

～税のしくみと役割～ ～税のしくみと役割～ 「税を考える週間」です 
11月11日～11月17日は、 

税金は、私たちみんなが安心して生活ができるように、みんなで出しあっている「会費」です。 

私たちの税金には、 
どんな種類があるの?

税の種類 

私たちの税金は、 
どのようなものに使われているの?

税には国に納める国税と地方公共団体に納める地方税があります。 
さまざまな種類があり、市に納める税金には次のようなものがあります。 

税の使い道 
私たちが納めた税金は、社会保障の充実、住宅や道路の整
備、教育など幅広く使われています。 

税金について知るには、 
どうすればいいの?

税に関する情報 
私たちが納める税金について知るには、日置市ホームペー
ジや出前講座などもご活用ください。 

　納め忘れを防ぐための便利な方法として、口座振替があります。一度手続きをすると、原則解約の手続きをするまで有効
です。 
　口座振替をされる方は、預貯金口座をお持ちの金融機関で手続きをしてください。 

　私たちの納めた税金は、「地理的特性と歴史や自然との調
和を生かしたふれあいあふれる健やかな都市づくり」を目指
して、私たちの生活をよくするために、消防、道路、公園など
の整備や健康づくり、医療福祉などさまざまな形で使われて
います。 

　本庁・各支所の窓口での個別説明、日置市ホームページで市税情報の掲載、税制改正時には
広報紙などでお知らせをしています。また、税金について団体で研修など希望される場合は、「出
前講座」の制度（窓口：社会教育課）があります。 

●普通税（使いみちが特に定められてなく、どのような費用にもあてることのできる税金） 

●目的税（使いみちが特定されている税金） 

前年１年間の所得に対して、原則１月１日の居住地で課税されます。 
日置市内に事業所や事務所、寮などを有する法人等に課税されます。 
１月１日現在、日置市内の土地や家屋、償却資産を所有されている方に課税されます。 
４月１日現在、原動機付自転車や軽自動車、小型特殊自動車、二輪小型自動車を所有され 
ている方に課税されます。 
たばこの製造業者、特定販売業者、卸売販売業者が、日置市内の小売業者に売り渡した 
たばこに対して課税されます。 
鉱泉浴場における１日の入湯客数に対して課税されます。 

国民健康保険に加入している世帯の世帯主に対して課税されます。 
使いみち：私たちが病気などで支払っている医療費は一部（１～３割）で、残りの医療費 
　　　　　の負担に使われています。 

市民税 
個人市民税 
法人市民税 

固 定 資 産 税  

軽 自 動 車 税  

市 た ば こ 税  

入 湯 税  

国 民 健 康 保 険 税  

【お問い合わせ先】　本庁　税務課　管理収納係　099－273－2111（内線1118） 

市
　
民 

日
置
市 

道路、公園など 

納　付 

医療福祉などのサービス 

整備 利用 



　
八
月
二
十
五
日
、
東
市
来
地
域
建

築
振
興
会
（
平
田
雅
治
会
長
）
十
四

人
の
皆
さ
ん
が
、
東
市
来
・
上
市
来

両
中
学
校
の
施
設
修
繕
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
、
同
月
二
十
七
日
に
は
、

伊
集
院
地
域
建
友
会
（
重
留
　
会
長
）

十
四
人
の
皆
さ
ん
が
伊
集
院
小
学
校

と
妙
円
寺
小
学
校
の
遊
具
修
繕
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
活
動
は
、
両
会
と
も
学
校
の

夏
休
み
期
間
中
に
毎
年
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。 

　
東
市
来
地
域
建
築
振
興
会
の
皆
さ

ん
は
、
額
に
汗
を
光
ら
せ
な
が
ら
、

傷
の
目
立
つ
保
健
室
な
ど
の
壁
や
靴

箱
に
手
際
よ
く
塗
装
剤
や
ペ
ン
キ
を

塗
り
、
き
れ
い
に
仕
上
げ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
伊
集
院
地
域
建
友
会
の
皆

さ
ん
も
猛
暑
の
中
、
さ
び
が
目
立
つ

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
な
ど
を
丁
寧
に
ペ

ン
キ
で
塗
り
上
げ
、
真
新
し
い
遊
具

に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
て
い
ま
し
た
。 

学
校
奉
仕
作
業
で
地
域
に
貢
献 

東
市
来
地
域
建
築
振
興
会
・
伊
集
院
地
域
建
友
会 

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
九
月

二
十
一
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で
実

施
さ
れ
、
通
学
路
で
の
街
頭
指
導
を

は
じ
め
、
多
く
の
市
民
が
交
通
安
全

活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

　
こ
れ
に
伴
い
二
十
四
日
は
、
国
道

２
７
０
号
（
東
市
来
町
長
里
）
で
三

十
日
は
、
県
道
２
０
６
号
（
伊
集
院

町
清
藤
）
で
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

行
わ
れ
、
交
通
安
全
協
会
や
交
通
安

全
母
の
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
ド
ラ
イ

バ
ー
に
チ
ラ
シ
を
配
布
、
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

　
午
後
四
時
か
ら
午
後
八
時
に
か
け

て
交
通
事
故
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

夕
暮
れ
時
や
夜
間
に
外
出
さ
れ
る
際

は
、
運
転
手
か
ら
見
や
す
い
明
る
い

服
装
や
反
射
材
の
着
用
、
ま
た
、
自

転
車
は
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
に
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。 

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
乗
せ
て
走
ろ
う
秋
の
道 

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

　
九
月
二
十
一
日
は
「
敬
老
の
日
」。

そ
れ
を
前
に
市
で
は
九
月
十
五
日
、

市
長
を
は
じ
め
関
係
者
が
市
内
の
百

歳
以
上
の
方
々
を
訪
問
。
敬
老
祝
金

と
記
念
品
を
贈
り
、
長
寿
を
祝
福
し

ま
し
た
。 

　
皆
さ
ん
、
と
て
も
お
元
気
で
、
市

長
の
「
こ
れ
か
ら
も
、
長
寿
を
保
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
の
声
に
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
答
え

て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
市
内
の
各
自
治
会
で
は
、「
敬

老
の
日
」
を
中
心
に
趣
向
を
凝
ら
し

た
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
日
置
市
の
百
歳
以
上
の
方
は
三
十

人
。
こ
れ
か
ら
も
、
ご
長
寿
の
皆
さ

ん
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
康
を
お
祈
り

し
ま
す
。 

長
寿
を
祝
い
敬
老
訪
問 

　
日
置
市
と
社
会
福
祉
法
人
「
愛
育

福
祉
会
」
は
九
月
二
日
「
日
置
市
立

伊
集
院
北
保
育
所
の
移
管
に
関
す
る

協
定
書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
民
間
活
力
の
導
入
を
図

る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
保
育

の
水
準
を
向
上
さ
せ
、
地
域
に
お
け

る
児
童
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
や
市
民
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
す
。 

　
今
後
、
市
と
愛
育
福
祉
会
は
、
平

成
二
十
二
年
四
月
一
日
の
民
営
化
に

向
け
、
相
互
に
協
力
し
て
い
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。 

児
童
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
て 

伊
集
院
北
保
育
所
の
民
営
化
協
定
書
調
印
式 

　
日
吉
中
学
校
の
生
徒
が
「
一
日
民

生
・
児
童
委
員
」
に
委
嘱
さ
れ
た
九

月
十
二
日
、
地
域
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
と
八
十
八
歳
を
迎
え
る
高
齢
者
宅

を
訪
問
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
「
民
生
・
児
童
委
員
」
の

制
度
を
広
く
市
民
に
知
っ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
に
も
高

齢
者
を
敬
う
気
持
ち
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
、
日
吉
地
域
民
生
・

児
童
委
員
協
議
会
が
主
催
し
た
も
の

で
す
。 

　
同
委
員
に
委
嘱
さ
れ
た
の
は
、
二

年
生
の
林
宏
明
く
ん
と
竹
内
唯
希
央

さ
ん
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
あ
お
ぞ

ら
」
を
訪
れ
た
二
人
は
、
八
十
八
歳

の
入
所
者
を
前
に
「
先
輩
方
が
つ
く

っ
て
く
だ
さ
っ
た
平
和
な
社
会
に
感

謝
し
、
私
た
ち
も
頑
張
り
ま
す
。
長

生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
贈
り
、
入
所
者
全
員
に
肩
た
た

き
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
ま
し
た
。 

　
入
所
者
の
一
人
は
目
に
涙
を
浮
か

べ
「
あ
り
が
と
う
。
ま
た
遊
び
に
お

い
で
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
主
催
し
た
日
吉
地
域
民
生
・
児
童

委
員
協
議
会
の
松
村
耕
一
会
長
は
「
今

回
の
訪
問
を
き
っ
か
け
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
気
持
ち
が
生
ま
れ
れ
ば
」
と
、

生
徒
た
ち
の
今
後
に
期
待
を
寄
せ
て

い
ま
し
た
。 

肩
た
た
き
で
高
齢
者
と
交
流 

日
吉
中
「
一
日
民
生
・
児
童
委
員
」 

　
鶴
丸
小
学
校
で
九
月
十
日
、
児
童

に
よ
る
二
学
期
交
通
安
全
教
室
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
教
室
は
、
高
学
年
の
児
童
が
、

普
段
登
下
校
を
し
て
い
る
通
学
路
の

危
険
個
所
に
つ
い
て
地
図
と
新
聞
を

作
り
、
低
学
年
に
発
表
し
て
注
意
を

促
す
も
の
。 

　
上
級
生
は
地
域
別
に
八
班
に
分
か

れ
、
事
前
に
調
べ
て
お
い
た
危
険
個

所
の
写
真
配
置
や
分
か
り
や
す
い
説

明
文
作
り
に
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
取

り
組
み
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
完
成
後
は
低
学
年
の
児
童

を
集
め
、
大
人
が
気
付
き
に
く
い
危

険
個
所
が
た
く
さ
ん
書
か
れ
た
地
図

を
使
い
な
が
ら
班
ご
と
に
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
低
学
年
の
子

ど
も
た
ち
は
先
輩
の
話
を
一
生
懸
命

聞
き
、
感
想
や
自
分
た
ち
の
体
験
な

ど
を
発
表
し
ま
し
た
。 

　
今
回
作
成
し
た
各
班
の
地
図
は
、

全
て
組
み
合
わ
せ
て
大
き
な
一
枚
地

図
に
し
、
全
校
児
童
が
い
つ
で
も
見

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
学
校
内
に

掲
示
さ
れ
ま
す
。 

通
学
路
の
危
険
個
所
を
知
ろ
う 鶴

丸
小
交
通
教
室 

道
路
美
化
活
動
が
認
め
ら
れ
表
彰 

道
路
愛
護 

平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
最
優
秀
賞
を
受
賞 

平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト 

　
道
路
愛
護
に
功
績
が
あ
っ
た
と
し

て
寺
地
美
千
代
さ
ん
（
伊
集
院
）
が

県
知
事
表
彰
を
受
け
、
道
路
ふ
れ
あ

い
月
間
中
の
八
月
三
十
一
日
、
市
役

所
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
寺
地
さ
ん
は
、
平
成
十
三
年
か
ら
、

妙
円
寺
団
地
内
の
道
路
を
中
心
に
、

雨
天
時
を
除
き
ほ
ぼ
毎
日
、
不
法
投

棄
さ
れ
た
空
き
缶
や
ゴ
ミ
な
ど
を
回

収
、
清
掃
し
道
路
美
化
活
動
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。 

　
世
界
の
恒
久
平
和
を
願
い
、
平
和

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
「
平
和

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
（
フ
ロ
ー

ム
）
知
覧
　
第
二
十
回
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
」
高
校
生
の
部
で
、
池
田

高
校
一
年
生
の
今
村
唯
さ
ん
（
日
吉
）

が
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
高
校
生
の
部
は
、
全
国
か
ら
二
千

百
七
十
七
人
の
応
募
が
あ
り
、
二
次

審
査
を
通
過
し
た
四
人
が
八
月
十
五

日
、
知
覧
文
化
会
館
で
行
わ
れ
た
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
。 

　
そ
の
中
で
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た

今
村
さ
ん
は
、
祖
父
が
戦
時
中
の
体

験
や
家
族
へ
の
想
い
を
綴
っ
た
「
随

想
記
」
を
読
み
、
感
想
を
踏
ま
え
て

書
い
た
作
文
『
今
を
見
据
え
て
』
で
、

命
の
尊
さ
や
は
か
な
さ
、
生
き
る
と

い
う
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。 

▲東市来地域建築振興会の皆さん ▲久保スミエさん（100歳） 

▲伊集院地域建友会の皆さん 

敬老の日 

ゆ
　
き
　
な 



　
日
置
地
区
ふ
る
さ
と
を
興
す
大
会

が
八
月
二
十
六
日
、
吹
上
中
央
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
大
会
は
、
日
置
地
区
婦
人
会
連
絡

協
議
会
主
催
で
行
わ
れ
、
約
四
百
人

が
参
加
。 

　
午
前
の
「
組
織
・
教
育
・
食
料
・

環
境
学
習
大
会
」
で
は
「
豊
か
な
心
、

幸
せ
な
社
会
を
」
と
「
地
域
で
子
ど

も
を
育
て
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
高
齢
者
、
地
域
、
婦
人

会
の
代
表
者
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動
内
容

を
発
表
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
午
後
か
ら
は
「
保
健
・
福
祉
学
習

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
大
会
で
は
、
東
市
来
地
域
の
婦
人

団
体
の
代
表
者
が
「
生
き
が
い
作
り

は
野
菜
作
り
」
と
題
し
て
活
動
発
表
。 

　
そ
の
後
、（
財
）鹿
児
島
県
総
合
保

健
セ
ン
タ
ー
副
理
事
長
の
瀬
戸
山
史

郎
さ
ん
の
「
元
気
で
長
生
き
、
美
し

く
健
や
か
に
老
い
る
た
め
に
」
を
デ

ー
マ
に
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
瀬
戸
山
さ
ん
は
「
元
気
で
長
生
き

す
る
た
め
に
は
、
日
常
生
活
で
ど
の

よ
う
な
こ
と
に
配
慮
す
れ
ば
よ
い
か
」

に
つ
い
て
具
体
例
を
あ
げ
て
わ
か
り

や
す
く
講
演
。
今
後
の
生
活
に
大
い

に
役
立
つ
話
に
参
加
者
は
耳
を
傾
け

ま
し
た
。 

　
両
大
会
と
も
参
加
者
の
多
く
の
方
々

に
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
活
動
に
つ
い

て
大
き
な
示
唆
を
与
え
た
大
会
で
し

た
。 

地
域
活
動
の
活
性
化
を
目
指
し
て 

日
置
地
区
ふ
る
さ
と
を
興
す
大
会 

綱
引
き
で
世
代
間
交
流 

十
五
夜
行
事 

元
気
で
帰
っ
て
き
て
ね 

ウ
ミ
ガ
メ
放
流（
日
新
小
学
校
・
日
吉
） 

　
鹿
児
島
の
伝
統
的
工
芸
品
大
島
紬

の
体
験
授
業
が
九
月
十
八
日
、
鶴
丸

小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
鹿
児
島
県
の
大
島
紬
Ｐ
Ｒ

斡
旋
事
業
の
一
環
で
、
子
ど
も
の
こ

ろ
か
ら
伝
統
的
工
芸
品
に
触
れ
る
こ

と
で
大
島
紬
へ
の
関
心
を
高
め
、
鹿

児
島
の
伝
統
的
工
芸
品
に
誇
り
を
持

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
す
。 

　
初
め
に
大
島
紬
の
歴
史
や
製
法
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
体
験
学

習
を
行
い
ま
し
た
。 

　
講
師
の
指
導
の
下
、
大
島
紬
織
機

を
実
際
に
動
か
し
た
り
、
輪
ゴ
ム
を

使
用
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
模
様
や
色
に

染
め
上
げ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
は
興

味
津
々
に
大
島
紬
の
魅
力
を
体
感
し

て
い
ま
し
た
。 

　
体
験
学
習
を
終
え
た
子
ど
も
た
ち

は
「
細
か
い
作
業
で
と
て
も
難
し
か

っ
た
」、「
い
つ
か
自
分
で
作
っ
た
着

物
を
着
て
み
た
い
」
な
ど
と
話
し
て

い
ま
し
た
。 

大
島
紬
の
魅
力
を
体
感 

鶴
丸
小
伝
統
工
芸
体
験
授
業 

パ
ソ
コ
ン
の
出
前
教
室 

永
吉
地
区
公
民
館
講
座 

　
永
吉
地
区
公
民
館
で
は
、
公
民
館

講
座
と
し
て
六
月
か
ら
九
月
ま
で
隔

週
の
月
曜
日
、
パ
ソ
コ
ン
の
出
前
教

室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
地
元
の
吹
上
高
校
の
情

報
処
理
科
、
電
気
科
な
ど
の
先
生
に

講
師
を
依
頼
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の

で
す
。 

　
講
座
は
、
五
十
代
か
ら
七
十
代
の

男
女
十
三
人
が
、
各
自
パ
ソ
コ
ン
を

持
ち
込
み
、
文
書
作
成
や
表
の
作
成
、

計
算
方
法
な
ど
を
学
習
し
ま
し
た
。 

　
講
師
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
や
ス
ク

リ
ー
ン
を
学
校
か
ら
持
参
し
て
の
、

丁
寧
で
わ
か
り
や
す
い
指
導
に
、
受

講
生
は
「
パ
ソ
コ
ン
は
あ
る
け
れ
ど

一
人
で
は
、
こ
こ
ま
で
上
手
に
使
え

な
か
っ
た
」、「
こ
の
講
座
で
便
利
に

使
え
る
機
能
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」

な
ど
と
話
し
、
パ
ソ
コ
ン
の
便
利
さ

を
実
感
。 

　
ま
た
、
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
入
れ

た
、
は
が
き
作
成
に
も
挑
戦
す
る
な

ど
、
受
講
生
は
、
計
十
回
の
講
座
を

真
剣
に
学
び
ま
し
た
。 

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
青
松
園
」

で
九
月
三
日
、
入
園
者
の
長
寿
を
祝

う
敬
老
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
祝
賀
会
で
は
、
市
と
社
会
福
祉
協

議
会
か
ら
、
八
十
八
歳
と
九
十
九
歳

を
迎
え
た
方
と
百
歳
以
上
の
方
へ
敬

老
祝
金
と
記
念
品
が
、
ま
た
、
青
松

園
か
ら
入
園
者
へ
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。 

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
「
東
市
来

自
主
マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
」
の
皆
さ
ん

が
、
素
人
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
腕

前
を
披
露
。
入
園
者
は
、
歓
声
を
上

げ
な
が
ら
じ
っ
く
り
と
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。 

敬
老
祝
賀
会
で
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
を
堪
能 

　
日
新
小
学
校
内
の
ふ
化
場
で
、
子

ど
も
た
ち
が
大
切
に
世
話
を
し
て
い

た
ウ
ミ
ガ
メ
の
卵
か
ら
九
月
一
日
、

百
八
十
二
匹
の
か
わ
い
い
子
ガ
メ
が

誕
生
。
そ
の
子
ガ
メ
を
全
校
児
童
と

保
護
者
が
九
月
四
日
、
古
の
山
海
岸

へ
放
流
し
ま
し
た
。 

　
子
ガ
メ
は
砂
浜
へ
放
さ
れ
る
と
、

一
生
懸
命
に
海
へ
向
か
っ
て
進
ん
で

は
波
に
押
し
戻
さ
れ
な
が
ら
、
広
い

海
へ
と
遠
ざ
か
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
た
ち
は
「
元
気
に
育
っ
て

ま
た
帰
っ
て
き
て
ね
」
と
子
ガ
メ
を

見
送
り
ま
し
た
。 

奉
仕
作
業
で
地
域
へ
恩
返
し 

東
市
来
中
野
球
部 

▲瀬戸山史郎さんの講演会 

▲染物体験 

▲組織・教育・食料・環境学習大会のシンポジウム 

　
向
江
町
自
治
会
（
伊
集
院
）

で
は
、
九
月
二
十
六
日
、

高
齢
者
が
若
い
世
代
に
伝

承
し
な
が
ら
作
り
上
げ
た

長
さ
二
十
㍍
の
大
縄
を
使
い
、

十
五
夜
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
行
事
は
、
地
区
の
活
性
化
や

世
代
間
交
流
を
図
ろ
う
と
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。 

　
当
日
は
、
綱
引
き
や
相
撲
で
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
一
緒
に
な
っ

て
楽
し
ん
だ
後
、
お
月
見
団
子
な
ど

が
振
る
舞
わ
れ
親
ぼ
く
を
深
め
ま
し

た
。 

　
初
め
て
参
加
し
た
、
北
迫
歩
武
君

は
「
綱
引
き
は
、
力
い
っ
ぱ
い
綱
を

引
き
ま
し
た
。
相
撲
は
負
け
た
け
ど

楽
し
か
っ
た
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し

ま
し
た
。 

あ
ゆ
む 

　
東
市
来
中
学
校
野
球
部
員
と
後
援

会
な
ど
関
係
者
約
九
十
人
が
九
月
二

十
日
、
湯
之
元
球
場
に
隣
接
す
る
桜

公
園
の
奉
仕
作
業
を
行
い
ま
し
た
。 

　
今
回
の
奉
仕
作
業
は
、
八
月
の
全

国
大
会
に
出
場
す
る
に

当
た
っ
て
多
大
な
応
援

を
い
た
だ
い
た
地
元
へ

の
恩
返
し
の
意
味
を
込

め
て
計
画
さ
れ
た
も
の
。 

　
早
朝
よ
り
約
二
時
間

の
作
業
で
、
公
園
内
は

見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い

に
な
り
ま
し
た
。 

　
後
援
会
の
西
薗
会
長

は
「
野
球
部
員
の
み
ん
な
に
は
、
こ

れ
か
ら
も
常
に
周
り
の
方
々
に
対
し

感
謝
と
謙
虚
な
気
持
ち
を
持
ち
な
が

ら
野
球
に
勉
強
に
頑
張
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

青松園 
（日吉） 



　
第
６
回
は
だ
し
の
コ
ン
サ
ー
ト
in

江
口
浜
が
九
月
二
十
七
日
、
江
口
浜

海
浜
公
園
で
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
参
加
者
全
員
で
海
岸
清

掃
を
行
い
、
そ
の
拾
っ
た
ゴ
ミ
が
ビ

ー
チ
ラ
イ
ブ
の
チ
ケ
ッ
ト
と
な
る
、

環
境
保
護
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン

ト
で
す
。 

　
会
場
で
は
、
東
シ
ナ
海
を
背
景
に
、

実
力
派
バ
ン
ド
の
演
奏
が
、
き
れ
い

に
な
っ
た
ビ
ー
チ
一
帯
に
響
き
わ
た

り
、
訪
れ
た
観
客
を
魅
了
し
て
い
ま

し
た
。 

　
今
年
は
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
子
ど
も

た
ち
を
対
象
に
海
浜
公
園
内
で
ス
タ

ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル
ボ
ー
ト
と
い
う

競
技
の
体
験
ス
ク
ー
ル
も
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

　
初
め
て
体
験
す
る
子
ど
も
が
ほ
と

ん
ど
で
し
た
が
、
講
師
の
優
し
い
指

導
の
下
、
み
る
み
る
う
ち
に
上
達
し
、

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
満
喫
し
て
い
ま

し
た
。 

い
つ
ま
で
も
き
れ
い
な
海
を 

は
だ
し
の
コ
ン
サ
ー
ト
in
江
口
浜 

地
域
に
響
く
、伝
統
の
太
鼓
踊
り 

お
い
し
い 

　
本
場
キ
ム
チ
作
り 

日
置
八
幡
太
鼓
踊
り 

キ
ム
チ
作
り
教
室 

　
市
秋
季
畜
産
共
進
会
が
九
月
三
日
、

鹿
児
島
中
央
家
畜
市
場
で
行
わ
れ
、

市
内
の
畜
産
農
家
が
育
成
し
た
優
秀

な
和
牛
五
十
六
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し

た
。 

　
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
伊
集
院
地

域
の
久
保
吾
郎
さ
ん
出
品
の
「
し
ょ

う
こ
号
」（
第
二
部
若
雌
十
三
カ
月

令
以
上
十
六
カ
月
令
の
部
）
が
グ
ラ

ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
選
ば
れ
ま
し

た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

  

　
※
印
は
九
月
十
八
日
に
開
催
さ
れ

た
鹿
児
島
中
央
地
区
秋
季
畜
産
共
進

会
へ
の
出
品
牛
で
す
。 

 

自
慢
の
和
牛
５６
頭
出
品 

平
成
２１
年
度
　
秋
季
畜
産
共
進
会 

待
望
の
秋
太
郎 

バ
シ
ョ
ウ
カ
ジ
キ
贈
呈
式 

サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
た
高
校
生
の
育
成 

日
置
地
区
講
演
を
聴
く
会 

　
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

で
鹿
児
島
城
西
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
を

準
優
勝
へ
導
い
た
小
久
保
悟
監
督
の

講
演
会
が
九
月
十
一
日
、
中
央
公
民

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
日
置
地
区
講
演
を
聴
く

会
の
主
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
小
久
保
監
督
は
、「
サ
ッ
カ
ー
を

通
じ
た
高
校
生
の
育
成
」
と
い
う
演

題
で
講
演
。
日
ご
ろ
か
ら
目
標
に
向

か
っ
て
い
く
過
程
が
大
事
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
、
生
徒
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
で
あ
る
と
話

さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
全
国
大
会
を
振
り
返
っ
て
、

各
試
合
で
の
得
点
シ
ー
ン
や
子
ど
も

た
ち
の
様
子
な
ど
の
話
に
、
参
加
者

は
笑
顔
で
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
五
月
に
行
わ
れ
た
「
ふ
る
さ
と
港

祭
り
」
の
抽
選
会
賞
品
の
バ
シ
ョ
ウ

カ
ジ
キ
（
通
称
秋
太
郎
）
の
贈
呈
式

が
九
月
十
二
日
、
江
口
蓬
莱
館
（
東

市
来
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
三
人
の
受
賞
者
に
贈
呈
さ
れ

た
秋
太
郎
は
体
長
二
メ
ー
ト
ル
、
重

さ
約
三
十
キ
ロ
の
大
物
。
あ
ま
り
の

迫
力
に
、
受
賞
者
だ
け
で
な
く
江
口

蓬
莱
館
を
訪
れ
た
お
客
さ
ん
か
ら
も

驚
き
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
日
置
市
長
賞
を
受
賞
し
た
薩
摩
川

内
市
の
東
友
輝
哲
君
（
小
学
六
年
）

は
「
こ
ん
な
に
大
き
な
魚
を
見
た
こ

と
が
な
い
。
刺
身
に
し
て
食
べ
た
い
。

来
年
も
港
ま
つ
り
に
参
加
し
た
い
」

と
喜
び
の
表
情
を
浮
か
べ
て
話
し
て

い
ま
し
た
。 

新
鮮
な
芋
で
焼
酎
仕
込
み 

吉
利
朝
堀
り
会 

▲入場券（ゴミ）を集める参加者 ▲マリンスポーツ教室 

　
日
置
八
幡
太
鼓
踊
り
が
九
月
六
日
、

八
幡
神
社
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。 

　
暑
い
中
、
一
カ
月
以
上
前
か
ら
練

習
を
重
ね
て
き
た
踊
り
手
。
色
鮮
や

か
な
矢
旗
が
舞
い
、
軽
や
か
な
鉦
の

音
に
合
わ
せ
て
力
強
く
、
一
生
懸
命

踊
る
姿
は
、
見
る
人
々
に
感
動
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
早
朝
か
ら
夕
方
ま
で
、

日
吉
地
域
の
公
民
館
な
ど
二
十
五
カ

所
で
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
各
地
に
鉦

と
太
鼓
の
音
色
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。 

　
東
市
来
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
九

月
十
一
日
と
十
三
日
の
二
日
間
、
国

際
交
流
員
の
李
濬
京
（
リ
・
ジ
ュ
ン

ギ
ョ
ン
）
さ
ん
が
、
キ
ム
チ
作
り
教

室
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
教
室
は
、
本
場
キ
ム
チ
の
作

り
方
を
学
べ
る
と
あ
っ
て
大
変
人
気

の
あ
る
教
室
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
回
の
キ
ム
チ
は
、
大
根
の
キ
ム

チ
「
カ
ク
ド
ゥ
ギ
」
と
き
ゅ
う
り
の

キ
ム
チ
「
オ
イ
キ
ム
チ
」。
残
っ
た

材
料
で
「
チ
ヂ
ミ
」
と
呼
ば
れ
る
料

理
も
作
り
、
試
食
会
を
し
な
が
ら
、

キ
ム
チ
の
歴
史
、
韓
国
文
化
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。 

　
次
回
は
来
年
一
月
中
旬
頃
、
白
菜

を
使
っ
た
キ
ム
チ
作
り
を
予
定
し
て

い
ま
す
。 

　「
吉
利
朝
掘
り
会
」（
会
長
冷
水
清

住
さ
ん
）
の
皆
さ
ん
に
よ
る
芋
の
収

穫
作
業
が
九
月
一
日
の
早
朝
、
吉
利

の
畑
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
同
会
が
、
地
元
の
酒
造

会
社
と
契
約
し
、
焼
酎
の
原
料
用
の

サ
ツ
マ
イ
モ
を
畑
か
ら
工
場
に
直
送

し
て
い
る
も
の
。 

　
直
送
さ
れ
た
新
鮮
な
芋
は
、
そ
の

日
の
う
ち
に
仕
込
ま
れ
、
朝
掘
り
仕

込
み
の
焼
酎
と
し
て
販
売
さ
れ
ま
す
。 

　
今
年
は
、
二
十
七
㌶
を
栽
培
し
て

お
り
、
収
穫
は
十
月
中
旬
ま
で
行
わ

れ
ま
し
た
。 

■
第
１
部
　
若
雌
（
13
カ
月
令
未
満
）
の
部 

　
最
優
秀
賞 

※
【
１
席
】
か
な
こ
号
　
　
　
　
　
弓
場
　
　
薫
　
　
伊
集
院 

※
【
２
席
】
の
ぞ
み
こ
号
　
　
　
　
宇
都
　
隆
秋
　
　
伊
集
院 

※
【
３
席
】
み
ち
こ
号
　
　
　
　
　
小
重
　
秀
　
　
　
東
市
来 

※
【
４
席
】
か
ず
と
よ
３２
号
　
　
　
外
屋
敷
久
徳
　
　
日
　
吉 

 

■
第
２
部
　
若
雌
（
13
カ
月
令
以
上
16
カ
月
令
）
の
部 

　
最
優
秀
賞 

※
【
１
席
】
し
ょ
う
こ
号
　
　
　
　
久
保
　
吾
郎
　
　
伊
集
院 

※
【
２
席
】
も
も
号
　
　
　
　
　
　
久
保
　
吾
郎
　
　
伊
集
院 

※
【
３
席
】
み
つ
し
げ
号
　
　
　
　
上
床
　
清
徳
　
　
吹
　
上 

※
【
４
席
】
せ
つ
あ
き
１３１
号
　
　
　
上
床
　
清
徳
　
　
吹
　
上 

※
【
５
席
】
て
ら
や
ま
１
の
４
号
　
増
田
　
精
一
　
　
東
市
来 

※
【
６
席
】
は
し
ま
３
０
４
７
３
号
　
　
久
保
　
吾
郎
　
　
伊
集
院 

※
【
７
席
】
や
よ
い
１
の
３
号
　
　
西
田
　
　
寛
　
　
東
市
来 

※
【
８
席
】
は
る
よ
２
号
　
　
　
　
北
山
　
喜
内
　
　
東
市
来 

※
【
９
席
】
お
な
つ
号
　
　
　
　
　
外
屋
敷
久
徳
　
　
日
　
吉 

※
【
１０
席
】
か
な
こ
号
　
　
　
　
　
馬
場
　
敏
幸
　
　
伊
集
院 

　
【
１１
席
】
か
お
り
１
号
　
　
　
　
瀬
戸
山
知
子
　
　
伊
集
院 

　
【
１２
席
】
や
や
号
　
　
　
　
　
　
馬
場
園
袈
裟
吉
　
伊
集
院 

　
【
１３
席
】
ま
き
号
　
　
　
　
　
　
重
留
　
　
静
　
　
伊
集
院 

　
【
１４
席
】
ま
ゆ
の
４
号
　
　
　
　
今
村
　
英
晃
　
　
東
市
来 

　
【
１５
席
】
し
ず
く
号
　
　
　
　
　
馬
場
　
敏
幸
　
　
伊
集
院 

　
【
１６
席
】
さ
な
え
号
　
　
　
　
　
永
井
　
雅
子
　
　
東
市
来 

　
【
１７
席
】
の
う
だ
い
１
号
　
　
　
県
立
農
大
畜
産
学
部
　
吹
　
上 

■
第
３
部
　
若
雌
（
17
カ
月
令
以
上
23
カ
月
令
）
の
部 

　
最
優
秀
賞 

※
【
１
席
】
さ
つ
き
の
１
号
　
　
　
久
保
　
吾
郎
　
　
伊
集
院 

※
【
２
席
】
ひ
か
る
７
号
　
　
　
　
下
茂
　
國
廣
　
　
東
市
来 

※
【
３
席
】
な
な
こ
号
　
　
　
　
　
横
枕
　
フ
ミ
　
　
東
市
来 

※
【
４
席
】
や
す
ふ
く
号
　
　
　
　
馬
場
園
袈
裟
吉
　
伊
集
院 

※
【
５
席
】
み
さ
こ
４
の
１
号
　
　
小
重
　
秀
　
　
　
東
市
来 

※
【
６
席
】
や
す
み
７
号
　
　
　
　
大
庭
　
藤
義
　
　
東
市
来 

※
【
７
席
】
う
め
か
つ
号
　
　
　
　
上
園
喜
久
哉
　
　
吹
　
上 

　
【
８
席
】
か
ね
ゆ
き
４
号
　
　
　
内
山
　
高
好
　
　
東
市
来 

　
【
９
席
】
ま
ゆ
こ
号
　
　
　
　
　
瀬
戸
山
知
子
　
　
伊
集
院 

　
【
１０
席
】
ひ
か
り
１
号
　
　
　
　
東
條
　
　
泉
　
　
伊
集
院 

　
【
１１
席
】
み
な
こ
３
号
　
　
　
　
馬
場
園
廣
務
　
　
伊
集
院 

　
【
１２
席
】
ま
さ
こ
号
　
　
　
　
　
平
田
　
三
郎
　
　
東
市
来 

 

■
第
４
部
　
父
系
群
の
部 

　
最
優
秀
賞
　
金
幸
福 

　
　
※
　
　
も
も
　
　
　
　
　
　
　
久
保
　
吾
郎
　
　
伊
集
院 

　
　
※
　
　
は
し
ま
３
０
４
７
３
号
　
　
久
保
　
吾
郎
　
　
伊
集
院 

　
　
※
　
　
し
ょ
う
こ
号
　
　
　
　
久
保
　
吾
郎
　
　
伊
集
院 

　
　
　
　
　
　
忠
茂
勝 

　
　
　
　
　
み
つ
し
げ
号
　
　
　
　
上
床
　
清
徳
　
　
吹
　
上 

　
　
　
　
　
お
な
つ
号
　
　
　
　
　
外
屋
敷
久
徳
　
　
日
　
吉 

　
　
　
　
　
は
る
よ
２
号
　
　
　
　
北
山
　
喜
内
　
　
東
市
来 

平成21年度日置市秋季畜産共進会結果 

ゆ
き
の
り 



９   
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

９
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

元気な市民づくり運動
イメージキャラクター

梅太郎

10月のリボンは…オレンジ　　　リボンです 

 

伊
集
院
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

大
内
山
　
彪
　
　
渡
　
　
　
妙
円
寺
三
区 

黒
木
　
彪
眞
　
　
則
彦
　
　
猪
鹿
倉 

西
野
　
萌
夏
　
　
和
也
　
　
宮
脇 

向
井
　
月
音
　
　
健
太
　
　
徳
重
東 

愛
甲
　
大
和
　
　
亮
　
　
　
向
江
町 

半
　
　
珠
莉
　
　
勝
則
　
　
徳
重
東 

田
中
　
史
乃
　
　
元
康
　
　
猪
鹿
倉 

三
嶽
　
瑠
唯
　
　
倫
　
　
　
妙
円
寺
三
区 

鶴
田
　
　
昊
　
　
祐
仁
　
　
郡
下 

中
村
　
真
心
　
　
直
樹
　
　
四
郎
園 

 

東
市
来
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

蓑
田
　
美
空
　
　
弘
誠
　
　
江
口 

篠
原
　
隆
斗
　
　
正
樹
　
　
中
央 

中
園
　
ま
お
　
　
淳
一
　
　
田
之
湯 

片
平
　
佳
希
　
　
栄
剛
　
　
駅
前 

古
川
な
つ
み
　
　
幸
二
　
　
江
口 

中
山
　
光
月
　
　
達
也
　
　
中
央 

 

日
吉
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

久
保
　
瑛
太
　
　
芳
文
　
　
諏
訪 
 

吹
上
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

東
　
　
成
人
　
　
操
　
　
　
苙
岡 

小
田
　
彩
加
　
　
明
　
　
　
宮
坂 

宇
田
　
美
波
　
　
和
史
　
　
緑
ヶ
丘 

田
重
田
　
蓮
　
　
賢
　
　
　
川
中 

       

伊
集
院
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

米
山
　
　
功
　
　
67
　
下
方
限 

尾
堂
　
イ
子
　
　
94
　
上
土
橋 

柳
田
イ
ネ
子
　
　
79
　
上
神
殿 

大
内
山
シ
ヅ
　
　
94
　
荒
瀬 

佐
伯
　
淳
子
　
　
81
　
飯
牟
礼
上 

比
良
ス
ミ
ヱ
　
　
95
　
中
川 

窪
　
　
幸
子
　
　
73
　
下
神
殿
一
区 

榎
園
　
道
子
　
　
84
　
飯
牟
礼
上 

佐
伯
ア
キ
エ
　
　
98
　
郡
下 

園
田
　
勝
彦
　
　
66
　
飯
牟
礼
下 

比
良
　
幸
夫
　
　
76
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
二
・
三
区 

西
　
　
瑞
代
　
　
68
　
宮
脇 

吉
丸
　
善
則
　
　
83
　
野
田 

橋
口
　
洋
子
　
　
67
　
上
神
殿 

有
木
　
健
作
　
　
33
　
恋
之
原 

楠
生
　
ア
キ
　
　
98
　
寿
福
園 

 

東
市
来
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

石
丸
　
光
江
　
　
90
　
田
之
湯 

増
田
　
ト
シ
　
　
82
　
秋
光
園 

久
保
　
有
吉
　
　
84
　
秋
光
園 

下
池
　
哲
夫
　
　
67
　
上
野
西 

上
　
　
　
晃
　
　
80
　
赤
崎 

下
池
伊
津
夫
　
　
66
　
上
野
西 

 

日
吉
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

下
原
　
重
憲
　
　
87
　
日
新 

 

吹
上
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

和
田
　
綾
子
　
　
72
　
永
吉
中
央 

迫
田
　
チ
ヅ
　
　
76
　
下
与
倉 

高
良
家
太
郎
　
　
88
　
小
野
馬
塲 

迫
　
　
　
三
　
　
88
　
下
草
田 

吉
岡
江
美
子
　
　
86
　
下
田
尻 

黒
木
美
知
子
　
　
79
　
花
熟
里 

宿
里
　
　
勲
　
　
87
　
上
中
之
里 

馬
籠
　
ミ
エ
　
　
90
　
平
鹿
倉 

皮
籠
石
ツ
タ
エ
　
　
96
　
南
湯
之
元 

野
添
　
令
子
　
　
75
　
新
川
原 

伊
藤
久
美
子
　
　
59
　
下
草
田 

有
元
　
満
治
　
　
83
　
苙
岡 

池
田
　
ミ
ツ
　
　
101
　
北
湯
之
元 

　
　
ひ
よ
う
 

ひ
ょ
う
ま
 

　も
　
か
 

つ
き
ね
 

　や
ま
と
 

し
ゅ
　り
 

ふ
み
の
 

　る
　
い
 

　
　
こ
う
 

　ま
　
こ
 

   　み
　そ
ら
 

り
ゅ
う
と
 

 よ
し
き
 

 　み
つ
き
 

   え
い
た
 

な
り
と
 

あ
や
か
 

　み
　な
み
 

　
　
れ
ん
 

る
　
い
　
と
 

 る
　
い
　
と
 

※
訂
正
と
お
詫
び 

　
広
報
ひ
お
き
９
月
号
の
記
事
中
に
誤
り 

が
あ
り
ま
し
た
。 

　
次
の
と
お
り
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
） 

Ｐ
１７
　
戸
籍
の
窓
「
お
め
で
た
」 

東
市
来
地
域 

　
　
　
　（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）

　
誤
　
松
山
　
流
維
翔
　
　
千
歳 

　
　
　
　
　 

　
正
　
松
山
　
流
維
翔
　
　
大
輔 ← 

　
鹿
児
島
県
林
業
改
良
普
及
協
会
通

常
総
会
が
八
月
二
十
四
日
、
鹿
児
島

市
で
開
催
さ
れ
「
伊
集
院
町
自
然
薯

生
産
グ
ル
ー
プ
」（
吉
村
兼
男
会
長
）

が
、
長
年
の
功
績
を
た
た
え
ら
れ
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
グ
ル
ー
プ
は
、
平
成
二
年
に
結

成
。
現
在
で
は
、
県
内
で
も
有
数
の

生
産
地
と
な
っ
て
お
り
、
か
る
か
ん

や
そ
ば
の
原
料
と
し
て
県
内
の
菓
子

製
造
業
者
や
飲
食
業
者
に
出
荷
、
ま

た
、
物
産
館
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
吉
村
会
長
は
「
日
置
市
内
に
、
も

っ
と
自
然
薯
生
産
と
販
路
を
広
げ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。 

自
然
薯
生
産
の
振
興
に
貢
献 

伊
集
院
町
自
然
薯
生
産
グ
ル
ー
プ 

　
鹿
児
島
県
で
は
、
松
く
い
虫
被
害

が
発
生
し
て
い
な
い
地
域
へ
の
被
害

の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
、
平
成

二
十
一
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
二
十

二
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
松

伐
採
木
な
ど
の
移
動
制
限
を
行
う
と

と
も
に
移
動
の
届
出
を
義
務
付
け
て

い
ま
す
。（
松
の
伐
採
木
な
ど
の
移

動
届
が
必
要
で
す
。） 

　
詳
し
い
こ
と
は
、
下
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

マ
ツ
伐
採
木
・
マ
ツ
製
材
品
な
ど
の 

　
　
　
　
　

移
動
制
限
・
届
出
に
つ
い
て 

松
く
い
虫
被
害
の
ま
ん
延
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！ 

　オレンジリボンは「子ども虐待の防止」を表しています 。 
　子ども虐待には、①身体的暴力②心理的暴力③性的暴力④ネグレクト（放置、養育の放棄）に「子
どもをDV（家庭内暴力）にさらすこと」も新たに加わりました。 
　子育てをしているとき、いろんな気持ちが湧いてきます。一人で抱えきれなくなったときは、気
持ちを分かち合える相手や相談できる場（市では育児相談も実施しています）に参加してみませんか。 

　鹿児島県の平成20年度の自殺者数は577人（県警統計）、何と１
年間の県内の交通事故死亡者数（88人）の６倍強にものぼります。 
　その自殺者数の内訳を見ると、①健康問題②経済・生活問題③家
庭問題の順になっています。その中でも、経済・生活問題について
は「生活苦・多重債務等」が多くをしめており、自殺対策の重要な
キーワードにもなっています。 

　日置市では、多重債務等についての相談窓口を平成19年から本庁に開設しています。 
　専門相談員（消費生活相談員）の話によると、窓口を訪れる方は、誰にもいえない負債を抱え、時には「自
分はダメな人間、死んでしまった方が良い、自分が死ねば生命保険金がおりる」などともらす方もいるよ
うです。ここでは、相談者にあった問題解決の道筋を提供する場です。具体的に問題解決していくために
弁護士会や法テラスにつなぐなど、まず、何をすればよいかをアドバイスしています。 
　「お金の問題は解決できます !自分をダメな人間と思わず、相談することから前向きに生きていけるチャ
ンスになるんだ、そのチャンスをばねにできる自分に自信を持って欲しい。そのためにまずは、勇気をだ
して相談を」相談員からのメッセージです。 

　また、借金などの悩みから「やる気が出ない、食欲不振、不眠」などのうつ症状があるにもかかわらず、
国保税が支払えないことから保険証がつくれず、病院で治療することができない方や、固定資産税などの
滞納金がふくれ、そのストレスで症状がひどくなる方もいらっしゃいます。そんなときも、一人で悩まず、
まずは本庁税務課もしくは各支所地域振興課市民税係にご相談ください。 

　多重債務問題は、「自己責任だ」「自分も巻き込まれそう」などまわりも敬遠しがちです。しかし、
この問題は一人で悩んでいる方も多く、自殺にまで追い込まれるケースも少なくありません。 
　もし、皆さんの周りで悩んでいる人がいたら、「相談に行ってみたら」とぜひ声をかけてあげてくだ
さい。中には相談に向かう元気すらなくなっている人もいます。そんな時は、家族や周りの方の相談
からでも構いません。皆さんの理解が、一人の大切な命を救うことになるかもしれません。 

相談窓口：日置市本庁商工観光課　（相談員　月・水・金対応　＊左記以外でも相談可） 

相談窓口：日置市本庁税務課、各支所地域振興課市民税係 

自殺の原因 

家庭問題
14％

健康問題
48％

経済・生活問題
26％

その他
12％

鹿児島県警統計：H20



文 

文 

伊集院中 

伊集院 
小学校 

合同庁舎 

伊集院駅 

ココ 

鹿児島本線 

　「
学
生
時
代
か
ら
農
業
に
興
味
が
あ
り
、
い
ず
れ
は
自
分
の
農
場
を
持
ち
就
農
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
し
た
」
と
話
す
鹿
児
島
市
出
身
の
松
澤
さ
ん
は
、
日
置
市
の
新
規
就
農
者

支
援
制
度
を
利
用
し
、
平
成
十
八
年
か
ら
二
年
間
、
農
業
公
社
の
研
修
生
と
し
て
ソ
リ
ダ

ゴ
栽
培
を
学
び
、
現
在
、
夫
婦
で
協
力
し
な
が
ら
二
十
五
㌃
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。 

　
農
業
大
学
校
を
卒
業
し
、
ア
メ
リ
カ
の
サ
リ
ナ
ス
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
）
で
二
年
間

の
農
業
研
修
後
、
就
農
の
た
め
に
必
要
な
資
金
を
貯
め
る
た
め
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て

会
社
に
勤
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
就
農
支
援
制
度
を
知
り
家
族
に
相
談
し
就
農
を
決
意
し

ま
し
た
。 

　「
ソ
リ
ダ
ゴ
の
ハ
ウ
ス
が
団
地
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
研
修
生
時
代
の
仲
間
と

情
報
交
換
を
し
な
が
ら
栽
培
し
て
い
ま
す
」、
ま
た
「
一
年
を
通
し
て
出
荷
で
き
る
た
め
、

ハ
ウ
ス
ご
と
に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。
初
め
て
収
穫
し
、
出
荷
し
た
と

き
の
達
成
感
は
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。 

　「
農
業
は
、
一
日
の
労
働
時
間
や
休
み
を
自
由
に
調
整
で
き
ま
す
が
、
ま
と
ま
っ
た
休

み
が
取
れ
ず
、
な
か
な
か
家
族
旅
行
に
も
行
け
ま
せ
ん
」、
し
か
し
「
ま
ず
は
、
農
業
経

営
を
安
定
さ
せ
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
、
ソ
リ
ダ
ゴ
部
会
に
も
入
会
し
、
定

例
会
や
現
地
検
討
会
な
ど
で
勉
強
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
苦
労
を
感
じ
さ
せ
ま
せ
ん
。 

　
こ
れ
か
ら
も
全
力
で
農
業
に
取
り
組
み
、
家
族
と
と
も
に
少
し
で
も
地
域
の
活
性
化
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

吹上町中原（西宮内自治会） 

松澤　正仁さん〔33歳〕 
まつ　ざわ　　　まさ ひと 

福田　敬子さん（37歳） 東市来町養母 

　子どもが生まれたとき「本が身近な存
在になってほしい」そんな思いで始めた
本の読み聞かせに加え、子どもと一緒に
いろいろな物を作って物語の世界で遊び
始めたことがきっかけでした。７年前か
らは、『こけけ読み聞かせたい』のメンバ
ーとして、地域内の小学校や子ども会、
いきいきサロンなどで読み聞かせ活動を
しています。「物語の世界のドキドキ・わくわく感を子ども
たちと共有し、心が一つになっている瞬間が楽しいです」と
福田さん。「子どもたちがどんな顔をするだろうと思いながら、
からくり絵本の制作を始めると、時間がたつのも忘れて夢中
で作ることもあります」とも。「これからも、子どもたちに、
本を好きになってもらうために、仲間とともに活動を続けて
いきたいですね」 

　
僕
は
今
中
学
校
三
年
生
。
僕
の

夢
は
・・・
実
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い

ま
せ
ん
。
小
学
生
の
こ
ろ
「
お
笑

い
芸
人
に
な
る
！
」
と
言
っ
て
い

た
気
が
し
ま
す
。
み
ん
な
を
笑
わ

せ
て
幸
せ
に
で
き
る
。 

　
こ
の
お
笑
い
芸
人
と
い
う
職
業

が
と
て
も
魅
力
的
に
映
り
ま
し
た
。

し
か
し
中
学
生
に
な
り
、
今
ま
で

僕
の
夢
を
笑
っ
て
聞
い
て
い
た
親

も
、
少
し
現
実
的
に
な
り
「
公
務

員
に
な
っ
た
ら
？
」
と
言
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

　
僕
の
父
は
自
営
業
で
す
。
そ
の

苦
労
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
僕
に
は

安
定
し
た
職
業
に
つ
い
て
欲
し
い

と
公
務
員
を
薦
め
ら
れ
ま
す
。
一

口
に
公
務
員
と
い
っ
て
も
、
多
種

に
わ
た
っ
て
い
て
、
は
っ
き
り
し

た
イ
メ
ー
ジ
は
わ
き
ま
せ
ん
。
た

だ
、
僕
の
通
う
土
橋
中
学
校
は
、

全
校
生
徒
が
三
十
六
人
と
い
う
小

規
模
校
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
生
徒
と
先
生
い
つ
も
一
緒
に

な
っ
て
行
い
ま
す
。 

　
そ
の
楽
し
さ
か
ら
、
今
は
教
師

と
い
う
職
業
が
僕
に
と
っ
て
は
、

一
番
身
近
な
職
業
に
な
っ
て
い
ま

す
。 

  

ま
ず
は
、
第
一
志
望
校
へ
入
学

し
、
た
く
さ
ん
の
人
と
ふ
れ
あ
い
、

自
分
を
見
つ
め
「
こ
れ
が
自
分
の

未
来
の
姿
だ
」
と
い
え
る
も
の
を

見
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。 

わ
た
し
の
夢 

土
橋
中
学
校
　
三
年
　
白
坂
　
和
也
く
ん 

●ソリダゴ栽培農家 

 

 

日置市本庁から車で３分 

Access

し
ら
さ
か
　
　
か
ず
　や 

　伊集院小学校の敷地内に古風な門が置かれています。
これは、江戸時代の伊集院郷の地頭仮屋（現在の役所）
が伊集院小学校の敷地にあったときの表門です。 
　薩摩藩は領地を100余りの「郷」と呼ばれる行政区に
分けていました。郷を支配する責任者は「地頭」でした
が、地頭のほとんどは鹿児島城下に住んでおり、実際に
郷の行政を担当したのは、郷に住む郷士と呼ばれる武士
達でした。地頭仮屋は郷士達が行政を行う施設でした。 
　他の藩では武士のほとんどは城下に住んで給与を支給
されていました。薩摩藩は城下の他に、各郷に郷士を配
置していました。郷士の大半は無給で、普段は農工に従
事して生計をたてていました。そのため薩摩藩は他の藩
より多くの武士がいました。他の藩では人口に占める武
士の割合は６％程度でしたが、薩摩藩は30％を超えてい
たそうです。この大きな兵力は明治維新の際の戦いで役
立つことになります。 
　伊集院小学校の門はそうし
た薩摩藩独特の地方支配を今
に伝える貴重な文化財です。 

　
日
置
市
の
観
光
大
使
「
ひ
お
き
Ｐ

Ｒ
レ
デ
ィ
ー
」
の
選
考
会
が
八
月
十

日
に
行
わ
れ
、
六
人
の
応
募
の
中
か

ら
三
人
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
九
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
た
引
継

ぎ
式
で
は
、
観
光
関
係
者
な
ど
が
出

席
し
、
第
三
代
「
ミ
ス
ひ
お
き
」
の

二
年
間
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
、

新
た
な
名
称
と
な
っ
た
四
代
目
の
「
ひ

お
き
Ｐ
Ｒ
レ
デ
ィ
ー
」
を
激
励
し
ま

し
た
。 

　「
ひ
お
き
Ｐ
Ｒ
レ
デ
ィ
ー
」
に
決

定
し
た
の
は
、
尻
無
　
由
佳
さ
ん
（
伊

集
院
）、
松
元
奈
津
美
さ
ん
（
日
吉
）、

深
澤
恵
子
さ
ん
（
東
市
来
）
の
三
人
。 

　
尻
無
　
さ
ん
は
「
感
謝
の
気
持
ち

と
笑
顔
を
忘
れ
ず
、
真
心
込
め
た
観

光
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
い
」
松
元
さ
ん
は

「
日
置
市
の
こ
と
を
県
内
外
の
人
に
、

Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」　

深
沢
さ
ん
は
「
私
の
好
き
な
日
置
市

を
少
し
で
も
多
く
の
方
々
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
抱

負
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
今
後
、
Ｐ
Ｒ
レ
デ
ィ
ー
は
、
日
置

市
の
観
光
の
顔
と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト

や
観
光
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
に
参
加
。
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

「
ひ
お
き
Ｐ
Ｒ
レ
デ
ィ
ー
」
決
定 

　
　
　
　
　
　
観
光
大
使
と
し
て
活
躍
を
期
待
　 

松元奈津美さん 尻無　由佳さん 深澤恵子さん 

ふく　だ　　　けい　こ 

ごう 

ごう　し 
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市の人口（住民基本台帳） 
総人口　51,948人（△38） 

　男　　24,334人（△12） 

　女　　27,614人（△26） 

世帯数　22,499　（△17） 
10月1日現在 （　）は前月比 

「元気いっぱい競技した運動会」 
　子どもたちの、はつらつとした競技、演

技は保護者や地域の多くの人にたくさん

の元気をプレゼントしました。 

（「運動会で大歓声！」P２関連記事） 
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人
は
人
と
支
え
あ
っ
て
輝
き
を
増
す 

入
来
浜
自
治
会
（
吹
上
地
域
） 

▲地域の最大のイベント六月灯

▲十五夜で綱引き

▲堀切茂正会長

▲お産土神祭り（おぶいなさあ）

然
が
豊
か
な
入
来
浜
自
治
会
は
、

各
専
門
部
（
青
壮
年
部
、
体
育

部
、
婦
人
部
、
育
成
会
、
長
寿
会
）

を
中
心
に
、
地
域
全
体
で
行
事
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
集
落

を
五
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ

れ
評
議
員
を
選
出
、
毎
月
一
回
「
評

議
員
会
」
を
開
催
し
、
翌
月
の
計
画

な
ど
を
話
し
合
い
ま
す
。 

動
は
、
四
月
の
花
見
か
ら
始
ま

り
、
道
つ
く
り
（
集
落
の
美
化

活
動
）
は
、
六
月
と
九
月
の
二
回
行

い
ま
す
。 

　
地
域
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
六
月
灯

は
、
八
月
一
日
に
開
催
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
六
月
灯
は
、
若
宮
神
社
の
境

内
で
行
い
ま
す
が
、「
評
議
員
会
」

で
内
容
を
話
し
合
い
、
青
壮
年
部
な

ど
が
中
心
と
な
り
、
灯
篭
作
り
な
ど

の
準
備
か
ら
当
日
の
運
営
ま
で
み
ん

な
で
協
力
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。 

　
ま
た
、
婦
人
部
の
歌
や
踊
り
の
出

し
物
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。 

五
夜
行
事
は
、
育
成
会
が
中
心

と
な
っ
て
開
催
、
親
子
で
相
撲

を
取
っ
た
り
、
綱
引
き
を
し
た
り
し

て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

　
お
産
土
神
祭
り
（
お
ぶ
い
な
さ
あ
）

は
、
氏
神
様
で
あ
る
若
宮
神
社
の
例

祭
と
し
て
、
健
康
で
災
難
に
遭
わ
ず

近
隣
の
人
々
と
む
つ
ま
じ
く
暮
ら
せ

る
よ
う
毎
年
、
九
月
に
行
っ
て
い
ま

す
。 

　
健
康
づ
く
り
や
交
流
の
場
と
し
て

の
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
は
「
な
ぎ
さ

会
」
と
命
名
し
、
毎
月
開
催
。
長
寿

会
は
、
美
化
活
動
と
し
て
花
壇
の
手

入
れ
や
毎
月
一
回
、
空
き
缶
、
ゴ
ミ

拾
い
活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

の
ほ
か
に
も
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
五
月
と
十
一

月
に
開
催
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
た
く
さ
ん
の
方
が
参
加
し
交
流
を

深
め
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
地
域
運
動
会
や
駅
伝
大
会

に
は
吹
上
地
区
で
参
加
し
ま
す
。 

ず
れ
の
活
動
も
、
各
専
門
部
の

方
や
、
地
域
住
民
皆
さ
ん
の
協

力
な
し
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
か

ら
も
、
話
し
合
い
活
動
を
続
け
な
が

ら
、
限
り
あ
る
時
間
を
共
有
す
る
大

き
な
家
族
と
し
て
、
助
け
合
っ
て
明

る
く
楽
し
い
自
治
会
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。 

自 活 

十 

こ い 

市の面積　253.06㎞2

入来浜自治会 
（吹上地域） 

　
吹
上
地
域
の
西
側
、
吹
上
地
区

を
形
成
す
る
四
自
治
会
の
ひ
と
つ
、

入
来
浜
自
治
会
。
平
成
二
十
一
年

十
月
一
日
現
在
で
百
十
七
世
帯
、

二
百
六
十
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

　
伊
作
川
の
河
口
に
港
を
持
ち
、

漁
船
の
エ
ン
ジ
ン
の
音
と
と
も
に
、

漁
師
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
ま
た
、

吹
上
浜
は
、
潮
干
狩
り
を
す
る
人

や
釣
り
人
が
一
年
を
通
し
て
訪
れ
、

ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
場
所
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

今月の 
表　紙 

い
り

き
　
は
ま 




